










　反復される 「アーチ」 の群が、海辺に様々な表情をみせるプロジェクト。

埠頭ターミナルの設計としては、 シンボル性の強い造形によってランド

マークとしての魅力を追求する方法もあり得ただろうが、 「海境より」 の

作者はより現代的ともいえる方法を選んだ。 それはレベル差や動線の

処理といった身体スケールの緻密な設計、 量感のある船の背景となりな

がらこれに負けない造形、そして海辺全体を遠景から見たときのシルエッ

トといった、 小さなスケールから大きなスケールにわたって輻輳する様々

な要求に、 「アーチ」 を単位とし必要に応じて立体的に反復することで、

見事にこたえてみせた。 時間をかけて丁寧に空間モデルを追求したも

のにのみ到達しうる建築であり、ヴェネツィアのアルセナーレにリニューア

ルされたアーチ型埠頭を思いおこさせながら、 ユニークでもある。 これ

から同様の姿勢で彼女が現実の建築に取り組んでいくことを期待した

い。

　大阪城公園北端の敷地選定がまず秀逸。 川と堀との間の細長いス

ペースに結婚式などの祝祭に利用できる立体的パブリックスペースを提

案している。 鋼鉄のクロスメッシュ樹状構造を三重螺旋のスロープで昇っ

ていく。 メッシュ部分の深さを活かして高木を多数植え込み年月の経過

が建物らしさを徐々に覆い隠していく。 摩訶不思議な内部の大空間が

見所となっていて、 おそらくこれまで体験したことのない場所が創出され

ている。 大型模型をこのかみ合わせ工法で完成させるには形状が複雑

でありすぎたか。ＢＩＭの活用の巧者がその持てる能力を全開にして取り

組んだ。 森下君の青春時代の一大記念碑となった。
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審査委員　城戸崎和佐

　空間のダイナミズムは断面図にあらわれる、 と常々思っている。

その意味において、 小川さんの作品は、 今年の卒業制作のなかで最

も断面の効果を考えていた。 チューブ状の空間は、 進行方向 （長手

断面） に沿って高さが変化しながら、捻り、交錯することで、視野方向 （短

手断面） にも変化をもたらす。 さらに断面図のベースとなる地盤面が、

建築との空隙によって、 アクティビティを誘発する魅力的な場所となって

いる。 図面も模型も迫力があったが、 つくりだした空間を表現しきれな

かったことが惜しまれる。

審査委員　團紀彦

　この計画は神戸港の幾つかのポイントを橋梁で繋ぎながら複合化した

橋そのものを 「橋場空間」 として神戸港の活性化の拠点にしようとする

ものである。 現在の神戸港の文脈を良く考えており、 さらなる発展の余

地を建築化した橋に担わせるという問題の設定にも説得力があって力強

い作品だと感じた。 卒業設計のテーマの設定はあくまで出発点であっ

て到達点ではない。 こうした重厚で社会的に説得力のある出発点を持っ

ているだけにより軽快で新しい造形性が加われば更に高い評価を得る

作品になったと思う。
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審査委員　李暎一

　今回、 卒業制作の評価において＜エッジー＞や＜境界＞、＜輪郭＞

のデザインに 注目しながらすべての作品を観てみた。 それによりこの作

品を含めていくつかの作品において構造的かつ空間的な特異性を発見

することが出来た。 この作品は、 「集落的なプラン」 として丁寧に地形

などの空間文脈を読み取り、 それを建築化した空間の曖昧性や多様性

が大きな特徴である。 しかし、 建築そのものに関してはもう少し洗練さ

を高めることが望ましい。
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